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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。

技術レポート
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数理最適化とAIを用いた アーク溶接条件の導出

最適な溶接条件を導出する手法の開発
アーク溶接は、接合する母材と電極ワイヤの間に電
圧をかけることで、アークと呼ばれるプラズマの一種を
発生させ、この熱で金属を溶かして接合します（図2）。
品質の高い接合を行うには、電流、電圧、溶接速度など
の溶接条件が適切である必要があります。
今回、3D CADの継手形状から、数理最適化とAIを
用いて少ない試作回数で適切な溶接条件を導く技術を
開発しました。

数理最適化による溶接条件の導出
溶接実験で得たデータベースをもとに種々の継手形

状に対する溶込み（溶込み深さや幅、図3）の予測式を
求め、数理最適化手法を用いて最適な溶接条件を導
出することを考えました。
溶接条件の導出フローを説明します（図4）。始めに、

CADソフトで溶接箇所を選択し、溶接箇所の形状の
情報（板厚・角度など）を取得します。次に、形状の情
報と溶接条件を変数とし、予測式を用いて溶込みの深
さや幅など接合の強度に関わる溶込み量を計算しま
す。最後にこれらの溶込み量が最適な値になる溶接条
件を数理最適化により求めます。これにより、溶接個所
のCADモデルから最適な溶接条件を導出できるように
なりました。
数理最適化：y=f(x)という関数があった場合、yが最大もしくは最小と
なるxを求めます。ここでは、溶込み量の規定値に対する達成度をy、
電流・電圧・溶接速度といった溶接条件をxとし、yが最大となるxを求め
ました。

AIによる溶接継手の形の判定
溶接継手の形はT継手・重ね継手・フレア継手など

複数あるため、継手の形によって溶込みの予測式を使
い分ける必要があります。しかし、一見するとどの種類
の継手なのか判断が難しい継手も存在し、予測式を
間違った継手に当てはめて使ってしまう恐れがあります
（図5）。そこで、人による判断の間違いを防ぐため、
CADの断面画像から溶接継手の形を自動で判定する
AIを開発しました。AIには畳み込みニューラルネットワ
ークを用い、90%以上の精度で溶接継手の形を自動
で判定できました（図6）。

評価マップによる溶接しやすさの可視化
これまでの取り組みで、最適な溶接条件を導出する
手法は開発できましたが、その継手の溶接しやすさまで
は評価できません。例えば、溶接条件が少しでも変動
すると品質が悪くなるような継手では、安定した溶接が
できません。そこで、最適化の応答曲面を評価マップと
して可視化するようにしました（図7）。品質OKとなる
溶接条件の領域は明るく表示され、領域が広いほど溶
接しやすいことを示します（図8）。継手の溶接しやすさ
をマップとして視覚的に見せることで、誰でも安定した
溶接が行える継手構造を検討しやすくなりました。
応答曲面：最適化の関数y=f(x)において、目的変数yと変数xの関係を
描く曲線や曲面を応答曲面といいます。

技術課題
近年の自動車の電動化や安全技術の向上に伴い、

車両開発で検討すべき性能・要件が増えてきており、限
られた期間で効率良く開発する必要があります。今回、
生産技術とIT部門が協力し、量産開始前の溶接条件
の検討にかかる時間とコストを削減する技術を開発でき
ました。今、我々は次なる課題として、溶接のバラつきが

強度信頼性へ及ぼす影響も同時に検討できる手法に
挑戦しています。これからも様々な部門と連携し、AIと
最適化の技術を応用して車両開発の効率化に取り組ん
でまいります。大学の先生方とも、新しい技術がありまし
たら一緒に取り組んでいきたいと思います。
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アーク溶接は四輪車、二輪車のフレームに多く使用される接合方法です。適切な溶接を行うためには、溶接継手

の形状に応じた溶接条件（電流、電圧、溶接速度など）で溶接する必要があります。溶接条件は過去の経験から

導いており、ベテランの作業者でも現物による試作の繰り返しに頼っている部分が大きく、多くの時間とコストが

かかっています（図1）。そこで、試作を繰り返すことなく最適な溶接条件を導出できる技術を開発しました。
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図1 現物の試作による溶接条件の導出
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで
大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。

山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用
化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研
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公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両
情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 

通信
事業者

サーバ
メーカ

通信機

Used satellites
by DCM（Gen2）

0°

60°300°

330°

90°

120°240°

150°210°
180°

270°

24dB

-dB

19dB

30dB

27dB

G29

G26

G05

G12

G20

G02

G13

G15

G25

G21

21dB

Multipath image

No.11 at strong electric field
No.12 at weak electric field

RSRP［dBm］
－80 ≦ ●
－100 ≦ ● ＜ －80
－110 ≦ ● ＜ －100
－120 ≦ ● ＜ －110

● ＜ －120
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数理最適化とAIを用いた アーク溶接条件の導出

最適な溶接条件を導出する手法の開発
アーク溶接は、接合する母材と電極ワイヤの間に電
圧をかけることで、アークと呼ばれるプラズマの一種を
発生させ、この熱で金属を溶かして接合します（図2）。
品質の高い接合を行うには、電流、電圧、溶接速度など
の溶接条件が適切である必要があります。
今回、3D CADの継手形状から、数理最適化とAIを
用いて少ない試作回数で適切な溶接条件を導く技術を
開発しました。

数理最適化による溶接条件の導出
溶接実験で得たデータベースをもとに種々の継手形
状に対する溶込み（溶込み深さや幅、図3）の予測式を
求め、数理最適化手法を用いて最適な溶接条件を導
出することを考えました。
溶接条件の導出フローを説明します（図4）。始めに、
CADソフトで溶接箇所を選択し、溶接箇所の形状の
情報（板厚・角度など）を取得します。次に、形状の情
報と溶接条件を変数とし、予測式を用いて溶込みの深
さや幅など接合の強度に関わる溶込み量を計算しま
す。最後にこれらの溶込み量が最適な値になる溶接条
件を数理最適化により求めます。これにより、溶接個所
のCADモデルから最適な溶接条件を導出できるように
なりました。
数理最適化： y=f(x)という関数があった場合、yが最大もしくは最小と
なるxを求めます。ここでは、溶込み量の規定値に対する達成度をy、
電流・電圧・溶接速度といった溶接条件をxとし、yが最大となるxを求め
ました。

AIによる溶接継手の形の判定
溶接継手の形はT継手・重ね継手・フレア継手など

複数あるため、継手の形によって溶込みの予測式を使
い分ける必要があります。しかし、一見するとどの種類
の継手なのか判断が難しい継手も存在し、予測式を
間違った継手に当てはめて使ってしまう恐れがあります
（図5）。そこで、人による判断の間違いを防ぐため、
CADの断面画像から溶接継手の形を自動で判定する
AIを開発しました。AIには畳み込みニューラルネットワ
ークを用い、90%以上の精度で溶接継手の形を自動
で判定できました（図6）。

評価マップによる溶接しやすさの可視化
これまでの取り組みで、最適な溶接条件を導出する
手法は開発できましたが、その継手の溶接しやすさまで
は評価できません。例えば、溶接条件が少しでも変動
すると品質が悪くなるような継手では、安定した溶接が
できません。そこで、最適化の応答曲面を評価マップと
して可視化するようにしました（図7）。品質OKとなる
溶接条件の領域は明るく表示され、領域が広いほど溶
接しやすいことを示します（図8）。継手の溶接しやすさ
をマップとして視覚的に見せることで、誰でも安定した
溶接が行える継手構造を検討しやすくなりました。
応答曲面：最適化の関数y=f(x)において、目的変数yと変数xの関係を
描く曲線や曲面を応答曲面といいます。

技術課題
近年の自動車の電動化や安全技術の向上に伴い、

車両開発で検討すべき性能・要件が増えてきており、限
られた期間で効率良く開発する必要があります。今回、
生産技術とIT部門が協力し、量産開始前の溶接条件
の検討にかかる時間とコストを削減する技術を開発でき
ました。今、我々は次なる課題として、溶接のバラつきが

強度信頼性へ及ぼす影響も同時に検討できる手法に
挑戦しています。これからも様々な部門と連携し、AIと
最適化の技術を応用して車両開発の効率化に取り組ん
でまいります。大学の先生方とも、新しい技術がありまし
たら一緒に取り組んでいきたいと思います。

▋著者紹介

安座間 尚之
デジタルエンジニアリング部
 
（2015年 入社）

生田 貴大
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

岩下 一晶
ものづくり推進部
専門職
（1983年 入社）

岡本  努
ものづくり推進部
係長
（1987年 入社）

福川 孝司
プレス・溶接生産部
 
（2004年 入社）

佐藤 崇雄
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

アーク溶接は四輪車、二輪車のフレームに多く使用される接合方法です。適切な溶接を行うためには、溶接継手

の形状に応じた溶接条件（電流、電圧、溶接速度など）で溶接する必要があります。溶接条件は過去の経験から

導いており、ベテランの作業者でも現物による試作の繰り返しに頼っている部分が大きく、多くの時間とコストが

かかっています（図1）。そこで、試作を繰り返すことなく最適な溶接条件を導出できる技術を開発しました。

背景・狙い

▍数理最適化による溶接条件の導出

▍AIによる溶接継手の形の判定

▍評価マップによる溶接しやすさの可視化

試作品で溶接トライ

やりなおし

溶接が難しい構造は品質NGになりやすい

溶込みチェック

品質NG 品質OK

切断作業
研磨作業

溶接箇所を選択

形状情報を取得
（板厚・角度など）

溶込み量の予測式

溶込み量

溶接条件

接合強度が高くなる溶接条件を数理最適化で求める

▶電流
▶電圧
▶溶接速度

数理最適化
目的関数

変数

□溶込み深さ
□溶込みの幅
□────

✓
✓
✓

溶込み

深さ

幅

電極ワイヤ（自動送給）

溶接方向

母材

溶
接
電
源アーク

溶滴

シールドガス

溶接ビード

溶融金属

図1 現物の試作による溶接条件の導出

図2 ガスシールド式アーク溶接 図3 溶込みの深さと幅

T継手

T継手？ 重ね継手？

重ね継手 フレア継手

一見すると判定が難しい継手も存在する
図5 溶接継手の種類

図4 数理最適化で溶接条件を導出するフロー

畳み込みニューラルネットワーク 継手の種類を判定

最適化の
応答曲面を
可視化

良い

悪い
溶接速度

電
流

品質OK
品質NG

溶込みの品質 品質OKの明るい領域

品質OKの領域が広い
溶接しやすい

品質OKの領域が狭い
溶接が難しい

図6 継手の種類を判定するAI

図7 評価マップによる溶接しやすさの可視化

図8 継手形状による溶接品質の評価マップの違い
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで

大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。

山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー  

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡ 
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用
化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま

 一
か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両

情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 

通信
事業者

サーバ
メーカ

通信機

Used satellites
by DCM（Gen2）
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで

大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。
山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー  

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡ 
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用

化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま
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か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で
開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で
懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告
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　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
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 岳
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史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両
情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 

通信
事業者

サーバ
メーカ

通信機

Used satellites
by DCM（Gen2）
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車

業務紹介
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IT技術を活用して二輪車のフレームやエンジンに関する技術を
開発しています。二輪車開発にこれまで用いられていなかった機
械学習を導入するなど、新しいことにも挑戦しています。

コンピューターシミュレーション上で走る車
を作り、AI運転手に自動で運転をさせる技
術を開発しています。課題はたくさんありま
すが最先端の技術を導入し、新しいことに
挑戦するやりがいがあります。

構造解析を行いエンジンの信頼性や耐久性
を評価しています。エンジンの性能が上がっ
た時、複雑な現象を解析できた時、問題解
決できた時にやりがいを感じます。

車両周りの流れやエンジンの燃焼といった車にま
つわる流れの解析を行い、形状検討や課題解決を
行っています。自分の想像したものを具現化し、性
能の検討を行う楽しさがあります。

デジタルエンジニアリング 部の若手技術者たち
デジタル技術を使った新しい車づくりに携わる
若手技術者たちのメッセージをご紹介します。

CADに関わる最先端のデジタル技術を用い
て、車両開発の効率化に取り組んでいます。
実物が無い開発初期段階からバーチャルで
の検証を行い、品質の高いクルマ作りを推進
しています。

利用部門が
楽に作業で

きるよう、設計、生産部門向けの3D
データを用いたソフトの運用やCAD
のカスタマイズコマンド作成を行って
います。一筋縄ではいかない部分も
ありますがやりがいのある業務です。

最新技術であるVR（VirtualReality）を活用
して、実際の車両が出来上がる前に問題点
や懸念点の確認を行っています。一番の魅力
は、まだ世に出ていない車両を実寸サイズの
3Dデータでいち早く体験できることです。

ニ輪車の美しい外観を実
現するために、3Dスキャン

を用いてチェックと改善提案を行っています。
実車をデータで可視化し、外観向上のために
提案する過程は非常に楽しいです。

CADデータからカタログや動
画で使用するCGを作成して
います。どのような画角や質
感が良いかこだわりを持って
作業しており、CGから作成し
た画像や動画が実際に使わ
れていると達成感や
やりがいを感じます。

CADデータで乗員レイアウト検討

　デジタル技術グループ　
3D CADを使いデジタルモックアップ（DMU）と呼ばれる自動車一台分
のデータを作成して、VRやCGなど新技術の開発や導入も行いながら
新型車の開発・生産・販売など様々な場面での活用を推進しています。

　CAE推進グループ　
高品質なクルマやバイクを早く、効率よく作るために、CAE
（Computer Aided Engineering）やAIといった解析技術を
使ったデジタルなモノづくりを、スズキ社内に推進しています。

　製品3Dデータ作成グループ　
CAD、3Dスキャナ、3Dプリンタなどデジタル技術を駆使し、高
品質な車を一早くお客様にお届けできるように、デザイン/設計/
生産技術部門と協力して効率的な車づくりに挑戦しています。

CADで二輪部品の3Dデータ
を作成しています。設計者の
意図を理解しながらのデータ
作りは難しいですが、自分の
作ったデータが現物となって
お客様に商品として届くこと
に感動します。

設計および製造に用いる車両部品
の3Dモデルと図面を作成していま
す。壁にぶつかることもありますが、
そのハードルを乗り越えて目標を達成
したときには大きな
充実感があります。

バイクの設計図面や、実車の測
定データをもとにした3Dモデルの
作成を行っています。日々新しい
ことに挑戦できる環境の中、自分
の経験や技術を生かし成長して
いけることにやりがいを感じます。

冠水路走行時の水流れの解析

設計DMU管理 

沖津 直弥

車両CGの作成

和山  岬

 IT技術を活用した二輪車開発

片野 幹人二輪車体部品のデータ作成

大久保 真帆

二輪車体部品のデータ作成

太田 紫依乃
 二輪エンジン部品のデータ作成

杉浦  楓

 IT技術を活用した業務効率化

新妻 朋奈

  VRを活用した設計/生産技術部門の支援

加藤 華歩

 車両・エンジン流体解析

田村 祥平 

エンジン構造解析

渡辺 直人

システム・性能解析

長田  明

 ニ輪車の外観向上

渡邉 駿介
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で

開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で

懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告

草
く さ

鹿
か

 仁
じ ん

　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
あお

木
き

 岳
たけ

史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）

総 資 産
設 立 年 月

113億7,190万円（令和3年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成金額累計※
1,855件
22億5,459万円

※1980年度から2020年度の41年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告
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北海道 北海道大学 17
室蘭工業大学 6
北見工業大学 3
北翔大学(旧浅井学園大学) 1
旭川医科大学 2
千歳科学技術大学 1
旭川工業高等専門学校 1

青森 弘前大学 2
八戸工業高等専門学校 1

岩手 岩手大学 9
宮城 東北大学 41

東北学院大学 2
東北福祉大学 2
仙台電波工業高等専門学校 1

秋田 秋田大学 2
秋田県立大学 4

山形 山形大学 7
福島 福島大学 2

いわき明星大学 1
茨城 茨城大学 21

筑波大学 12
栃木 宇都宮大学 6
群馬 群馬大学 22

前橋市立工業短期大学 1
埼玉 埼玉大学 12

埼玉工業大学 4
日本工業大学 6

千葉 千葉大学 14
千葉工業大学 4
帝京平成大学 1
木更津工業高等専門学校 3

東京 東京大学 44
東京学芸大学 2
東京農工大学 20
東京工業大学 30
電気通信大学 12
東京海洋大学 1
東京都立大学 13
青山学院大学 2
慶應義塾大学 11
工学院大学 5
国士舘大学 2
駒澤大学 2
芝浦工業大学 10
順天堂大学 1
上智大学 3
成蹊大学 2
中央大学 3
東海大学 10
東京電機大学 6
東京理科大学 22
日本大学 2
日本医科大学 1
法政大学 1
東京都市大学(旧武蔵工業大学） 11
明治大学 1

東京 早稲田大学 16
東京工科大学 4
昭和大学医療短期大学 1
東京工業高等専門学校 1
都立産業技術高等専門学校 1

神奈川 横浜国立大学 13
横浜市立大学 1
湘南工科大学 1
東京工芸大学 2
神奈川工科大学 3

新潟 新潟大学 12
長岡技術科学大学 4
長岡工業高等専門学校 1

富山 富山大学 10
富山県立大学 3

石川 金沢大学 23
北陸先端科学技術大学院大学 6
公立小松大学 1
石川工業高等専門学校 3

福井 福井大学 9
山梨 山梨大学 15
長野 信州大学 6

長野工業高等専門学校 1
岐阜 岐阜大学 16

岐阜工業高等専門学校 6
静岡 静岡大学 91

浜松医科大学 5
静岡理工科大学 5
沼津工業高等専門学校 1

愛知 名古屋大学 31
名古屋工業大学 9
豊橋技術科学大学 52
名古屋市立大学 1
中部大学 2
名城大学 5
豊田工業大学 3
豊田工業高等専門学校 5

三重 三重大学 12
鈴鹿工業高等専門学校 4

滋賀 滋賀医科大学 1
滋賀県立大学 2

京都 京都大学 17
京都工芸繊維大学 7
同志社大学 4
立命館大学 6

大阪 大阪大学 41
大阪市立大学 3
大阪府立大学 16
大阪工業大学 4
大阪産業大学 2
大阪体育大学 1
大阪電気通信大学 1
近畿大学 5
甲南大学 1
大阪府立大学工業高等専門学校 1
大阪工業高等専門学校 1

兵庫 神戸大学(旧神戸商船大学分を含む) 22
兵庫県立大学 5

奈良 奈良先端科学技術大学院大学 3
奈良工業高等専門学校 3

和歌山 和歌山大学 1
和歌山工業高等専門学校 1

鳥取 鳥取大学 2
島根 島根大学 1
岡山 岡山大学 18

岡山県立大学 2
津山工業高等専門学校 1

広島 広島大学 19
広島市立大学 3
広島工業大学 1
福山大学 1
呉工業高等専門学校 1

山口 山口大学 10
山口東京理科大学 2
宇部工業高等専門学校 1
大島商船高等専門学校 3

徳島 徳島大学 10
阿南工業高等専門学校 1

香川 香川大学 6
香川高等専門学校 2

愛媛 愛媛大学 4
新居浜工業高等専門学校 1
弓削商船高等専門学校 1

高知 高知工業高等専門学校 1
福岡 九州大学 22

九州工業大学 3
北九州市立大学 2
西日本工業大学 1
福岡工業大学 2
久留米工業大学 1

佐賀 佐賀大学 4
長崎 長崎大学 3

長崎総合科学大学 3
佐世保工業高等専門学校 1

熊本 熊本大学 8
大分 大分大学 7

大分県立看護科学大学 2
宮崎 宮崎大学 1
鹿児島 鹿児島大学 6
沖縄 琉球大学 4

沖縄工業高等専門学校 2
研究所ほか 国立天文台 1

岡崎国立共同研究機構 2
防衛大学校 2
(財)東京都老人総合研究所 1
理化学研究所 4
(独)産業技術総合研究所 13
宇宙航空研究開発機構 1
(財)応用科学研究所 1
西独軽機械センター 3
浜松医療センター 1

▋学校別の助成一覧表（計1,153件） （数字は41年間の累積助成件数）

科学技術研究助成の1980年度から2020年度の41年間の実績

スズキ財団の事業 「機械工業の発展を願って」  
本財団は、小型自動車をはじめとする国民生活における利便の増進に資する機械等（以下「国民生活用機械等」という。）

の生産および利用・消費に係わる科学的研究の助成と、その成果の普及等を通じてわが国機械工業の総合的な発展と
国民福祉の増進に寄与することを目的としております。

▌研究助成
大学、大学院、高等専門学校、または公共研究機関に常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する研究であること。

1.科学技術研究助成
  ●助成件数 ： 年間約50件程度 ●一般向け（最高300万円）と若手向け（一律100万円）に分けて募集する
 ●公募期間 ： 毎年6月末～9月末 ●選考結果は12月下旬に申請者に連絡される

2.課題提案型研究助成
 ●毎年、現在解決を求められている或いは将来直面する問題に対して、解決方法を提案する
 ●研究期間 ： 2年間 ●助成金額 ： 1件あたり最大1,000万円
 ●助成件数 ： 年間4件程度 ●公募期間 ： 毎年4月初～5月中旬 ●選考結果は7月末頃申請者に連絡される

3.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
①研究成果普及助成（国内外で行われるシンポジウム・会議等の諸費用への助成）
②研究者海外研修助成（海外への交通費・滞在費への助成、大学院生も申請可）

▋顕彰
「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
「やらまいか 大賞」 1件 副賞 1,000万円
「やらまいか 特別賞」 1～3件程度 副賞総額 300万円
対象分野：  「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学的

研究に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展に寄与した研究を対象とします。
  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に渡り顕著な成果を期待

できる研究を対象とします。
公募期間 ： 毎年3月初～5月末　●選考結果は12月下旬に申請者に連絡されます。

スズキ財団の2021年度（令和3年度）の公募と実績の詳細については
右記ホームページをご確認ください。 ▶ https://www.suzukifound.jp/

2021年度（令和3年度）研究者海外研修助成実績  
 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）

令和3年9月12日～18日 早稲田大学 教授 草鹿  仁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 田邉  郁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 Jeyamoorthy Arravind

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 加藤  拓 郎

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 久保  悠 之 介

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 関  圭 一 朗

（2021年10月現在）
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車

業務紹介
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IT技術を活用して二輪車のフレームやエンジンに関する技術を
開発しています。二輪車開発にこれまで用いられていなかった機
械学習を導入するなど、新しいことにも挑戦しています。

コンピューターシミュレーション上で走る車
を作り、AI運転手に自動で運転をさせる技
術を開発しています。課題はたくさんありま
すが最先端の技術を導入し、新しいことに
挑戦するやりがいがあります。

構造解析を行いエンジンの信頼性や耐久性
を評価しています。エンジンの性能が上がっ
た時、複雑な現象を解析できた時、問題解
決できた時にやりがいを感じます。

車両周りの流れやエンジンの燃焼といった車にま
つわる流れの解析を行い、形状検討や課題解決を
行っています。自分の想像したものを具現化し、性
能の検討を行う楽しさがあります。

デジタルエンジニアリング 部の若手技術者たち
デジタル技術を使った新しい車づくりに携わる
若手技術者たちのメッセージをご紹介します。

CADに関わる最先端のデジタル技術を用い
て、車両開発の効率化に取り組んでいます。
実物が無い開発初期段階からバーチャルで
の検証を行い、品質の高いクルマ作りを推進
しています。

利用部門が
楽に作業で

きるよう、設計、生産部門向けの3D
データを用いたソフトの運用やCAD
のカスタマイズコマンド作成を行って
います。一筋縄ではいかない部分も
ありますがやりがいのある業務です。

最新技術であるVR（VirtualReality）を活用
して、実際の車両が出来上がる前に問題点
や懸念点の確認を行っています。一番の魅力
は、まだ世に出ていない車両を実寸サイズの
3Dデータでいち早く体験できることです。

ニ輪車の美しい外観を実
現するために、3Dスキャン

を用いてチェックと改善提案を行っています。
実車をデータで可視化し、外観向上のために
提案する過程は非常に楽しいです。

CADデータからカタログや動
画で使用するCGを作成して
います。どのような画角や質
感が良いかこだわりを持って
作業しており、CGから作成し
た画像や動画が実際に使わ
れていると達成感や
やりがいを感じます。

CADデータで乗員レイアウト検討

　デジタル技術グループ　
3D CADを使いデジタルモックアップ（DMU）と呼ばれる自動車一台分
のデータを作成して、VRやCGなど新技術の開発や導入も行いながら
新型車の開発・生産・販売など様々な場面での活用を推進しています。

　CAE推進グループ　
高品質なクルマやバイクを早く、効率よく作るために、CAE
（Computer Aided Engineering）やAIといった解析技術を
使ったデジタルなモノづくりを、スズキ社内に推進しています。

　製品3Dデータ作成グループ　
CAD、3Dスキャナ、3Dプリンタなどデジタル技術を駆使し、高
品質な車を一早くお客様にお届けできるように、デザイン/設計/
生産技術部門と協力して効率的な車づくりに挑戦しています。

CADで二輪部品の3Dデータ
を作成しています。設計者の
意図を理解しながらのデータ
作りは難しいですが、自分の
作ったデータが現物となって
お客様に商品として届くこと
に感動します。

設計および製造に用いる車両部品
の3Dモデルと図面を作成していま
す。壁にぶつかることもありますが、
そのハードルを乗り越えて目標を達成
したときには大きな
充実感があります。

バイクの設計図面や、実車の測
定データをもとにした3Dモデルの
作成を行っています。日々新しい
ことに挑戦できる環境の中、自分
の経験や技術を生かし成長して
いけることにやりがいを感じます。

冠水路走行時の水流れの解析

設計DMU管理 

沖津 直弥

車両CGの作成

和山  岬

 IT技術を活用した二輪車開発

片野 幹人二輪車体部品のデータ作成

大久保 真帆

二輪車体部品のデータ作成

太田 紫依乃
 二輪エンジン部品のデータ作成

杉浦  楓

 IT技術を活用した業務効率化

新妻 朋奈

  VRを活用した設計/生産技術部門の支援

加藤 華歩

 車両・エンジン流体解析

田村 祥平 

エンジン構造解析

渡辺 直人

システム・性能解析

長田  明

 ニ輪車の外観向上

渡邉 駿介
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で
開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で
懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告

草
く さ

鹿
か

 仁
じ ん

　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
あお

木
き

 岳
たけ

史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）

総 資 産
設 立 年 月

113億7,190万円（令和3年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成金額累計※
1,855件
22億5,459万円

※1980年度から2020年度の41年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告
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北海道 北海道大学 17
室蘭工業大学 6
北見工業大学 3
北翔大学(旧浅井学園大学) 1
旭川医科大学 2
千歳科学技術大学 1
旭川工業高等専門学校 1

青森 弘前大学 2
八戸工業高等専門学校 1

岩手 岩手大学 9
宮城 東北大学 41

東北学院大学 2
東北福祉大学 2
仙台電波工業高等専門学校 1

秋田 秋田大学 2
秋田県立大学 4

山形 山形大学 7
福島 福島大学 2

いわき明星大学 1
茨城 茨城大学 21

筑波大学 12
栃木 宇都宮大学 6
群馬 群馬大学 22

前橋市立工業短期大学 1
埼玉 埼玉大学 12

埼玉工業大学 4
日本工業大学 6

千葉 千葉大学 14
千葉工業大学 4
帝京平成大学 1
木更津工業高等専門学校 3

東京 東京大学 44
東京学芸大学 2
東京農工大学 20
東京工業大学 30
電気通信大学 12
東京海洋大学 1
東京都立大学 13
青山学院大学 2
慶應義塾大学 11
工学院大学 5
国士舘大学 2
駒澤大学 2
芝浦工業大学 10
順天堂大学 1
上智大学 3
成蹊大学 2
中央大学 3
東海大学 10
東京電機大学 6
東京理科大学 22
日本大学 2
日本医科大学 1
法政大学 1
東京都市大学(旧武蔵工業大学） 11
明治大学 1

東京 早稲田大学 16
東京工科大学 4
昭和大学医療短期大学 1
東京工業高等専門学校 1
都立産業技術高等専門学校 1

神奈川 横浜国立大学 13
横浜市立大学 1
湘南工科大学 1
東京工芸大学 2
神奈川工科大学 3

新潟 新潟大学 12
長岡技術科学大学 4
長岡工業高等専門学校 1

富山 富山大学 10
富山県立大学 3

石川 金沢大学 23
北陸先端科学技術大学院大学 6
公立小松大学 1
石川工業高等専門学校 3

福井 福井大学 9
山梨 山梨大学 15
長野 信州大学 6

長野工業高等専門学校 1
岐阜 岐阜大学 16

岐阜工業高等専門学校 6
静岡 静岡大学 91

浜松医科大学 5
静岡理工科大学 5
沼津工業高等専門学校 1

愛知 名古屋大学 31
名古屋工業大学 9
豊橋技術科学大学 52
名古屋市立大学 1
中部大学 2
名城大学 5
豊田工業大学 3
豊田工業高等専門学校 5

三重 三重大学 12
鈴鹿工業高等専門学校 4

滋賀 滋賀医科大学 1
滋賀県立大学 2

京都 京都大学 17
京都工芸繊維大学 7
同志社大学 4
立命館大学 6

大阪 大阪大学 41
大阪市立大学 3
大阪府立大学 16
大阪工業大学 4
大阪産業大学 2
大阪体育大学 1
大阪電気通信大学 1
近畿大学 5
甲南大学 1
大阪府立大学工業高等専門学校 1
大阪工業高等専門学校 1

兵庫 神戸大学(旧神戸商船大学分を含む) 22
兵庫県立大学 5

奈良 奈良先端科学技術大学院大学 3
奈良工業高等専門学校 3

和歌山 和歌山大学 1
和歌山工業高等専門学校 1

鳥取 鳥取大学 2
島根 島根大学 1
岡山 岡山大学 18

岡山県立大学 2
津山工業高等専門学校 1

広島 広島大学 19
広島市立大学 3
広島工業大学 1
福山大学 1
呉工業高等専門学校 1

山口 山口大学 10
山口東京理科大学 2
宇部工業高等専門学校 1
大島商船高等専門学校 3

徳島 徳島大学 10
阿南工業高等専門学校 1

香川 香川大学 6
香川高等専門学校 2

愛媛 愛媛大学 4
新居浜工業高等専門学校 1
弓削商船高等専門学校 1

高知 高知工業高等専門学校 1
福岡 九州大学 22

九州工業大学 3
北九州市立大学 2
西日本工業大学 1
福岡工業大学 2
久留米工業大学 1

佐賀 佐賀大学 4
長崎 長崎大学 3

長崎総合科学大学 3
佐世保工業高等専門学校 1

熊本 熊本大学 8
大分 大分大学 7

大分県立看護科学大学 2
宮崎 宮崎大学 1
鹿児島 鹿児島大学 6
沖縄 琉球大学 4

沖縄工業高等専門学校 2
研究所ほか 国立天文台 1

岡崎国立共同研究機構 2
防衛大学校 2
(財)東京都老人総合研究所 1
理化学研究所 4
(独)産業技術総合研究所 13
宇宙航空研究開発機構 1
(財)応用科学研究所 1
西独軽機械センター 3
浜松医療センター 1

▋学校別の助成一覧表（計1,153件） （数字は41年間の累積助成件数）

科学技術研究助成の1980年度から2020年度の41年間の実績

スズキ財団の事業 「機械工業の発展を願って」  
本財団は、小型自動車をはじめとする国民生活における利便の増進に資する機械等（以下「国民生活用機械等」という。）

の生産および利用・消費に係わる科学的研究の助成と、その成果の普及等を通じてわが国機械工業の総合的な発展と
国民福祉の増進に寄与することを目的としております。

▌研究助成
大学、大学院、高等専門学校、または公共研究機関に常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する研究であること。

1.科学技術研究助成
  ●助成件数 ： 年間約50件程度 ●一般向け（最高300万円）と若手向け（一律100万円）に分けて募集する
 ●公募期間 ： 毎年6月末～9月末 ●選考結果は12月下旬に申請者に連絡される

2.課題提案型研究助成
 ●毎年、現在解決を求められている或いは将来直面する問題に対して、解決方法を提案する
 ●研究期間 ： 2年間 ●助成金額 ： 1件あたり最大1,000万円
 ●助成件数 ： 年間4件程度 ●公募期間 ： 毎年4月初～5月中旬 ●選考結果は7月末頃申請者に連絡される

3.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
①研究成果普及助成（国内外で行われるシンポジウム・会議等の諸費用への助成）
②研究者海外研修助成（海外への交通費・滞在費への助成、大学院生も申請可）

▋顕彰
「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
「やらまいか 大賞」 1件 副賞 1,000万円
「やらまいか 特別賞」 1～3件程度 副賞総額 300万円
対象分野：  「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学的

研究に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展に寄与した研究を対象とします。
  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に渡り顕著な成果を期待

できる研究を対象とします。
公募期間 ： 毎年3月初～5月末　●選考結果は12月下旬に申請者に連絡されます。

スズキ財団の2021年度（令和3年度）の公募と実績の詳細については
右記ホームページをご確認ください。 ▶ https://www.suzukifound.jp/

2021年度（令和3年度）研究者海外研修助成実績  
 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）

令和3年9月12日～18日 早稲田大学 教授 草鹿  仁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 田邉  郁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 Jeyamoorthy Arravind

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 加藤  拓 郎

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 久保  悠 之 介

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 関  圭 一 朗

（2021年10月現在）
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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。

技術レポート
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数理最適化とAIを用いた アーク溶接条件の導出

最適な溶接条件を導出する手法の開発
アーク溶接は、接合する母材と電極ワイヤの間に電
圧をかけることで、アークと呼ばれるプラズマの一種を
発生させ、この熱で金属を溶かして接合します（図2）。
品質の高い接合を行うには、電流、電圧、溶接速度など
の溶接条件が適切である必要があります。
今回、3D CADの継手形状から、数理最適化とAIを
用いて少ない試作回数で適切な溶接条件を導く技術を
開発しました。

数理最適化による溶接条件の導出
溶接実験で得たデータベースをもとに種々の継手形
状に対する溶込み（溶込み深さや幅、図3）の予測式を
求め、数理最適化手法を用いて最適な溶接条件を導
出することを考えました。
溶接条件の導出フローを説明します（図4）。始めに、
CADソフトで溶接箇所を選択し、溶接箇所の形状の
情報（板厚・角度など）を取得します。次に、形状の情
報と溶接条件を変数とし、予測式を用いて溶込みの深
さや幅など接合の強度に関わる溶込み量を計算しま
す。最後にこれらの溶込み量が最適な値になる溶接条
件を数理最適化により求めます。これにより、溶接個所
のCADモデルから最適な溶接条件を導出できるように
なりました。
数理最適化： y=f(x)という関数があった場合、yが最大もしくは最小と
なるxを求めます。ここでは、溶込み量の規定値に対する達成度をy、
電流・電圧・溶接速度といった溶接条件をxとし、yが最大となるxを求め
ました。

AIによる溶接継手の形の判定
溶接継手の形はT継手・重ね継手・フレア継手など

複数あるため、継手の形によって溶込みの予測式を使
い分ける必要があります。しかし、一見するとどの種類
の継手なのか判断が難しい継手も存在し、予測式を
間違った継手に当てはめて使ってしまう恐れがあります
（図5）。そこで、人による判断の間違いを防ぐため、
CADの断面画像から溶接継手の形を自動で判定する
AIを開発しました。AIには畳み込みニューラルネットワ
ークを用い、90%以上の精度で溶接継手の形を自動
で判定できました（図6）。

評価マップによる溶接しやすさの可視化
これまでの取り組みで、最適な溶接条件を導出する
手法は開発できましたが、その継手の溶接しやすさまで
は評価できません。例えば、溶接条件が少しでも変動
すると品質が悪くなるような継手では、安定した溶接が
できません。そこで、最適化の応答曲面を評価マップと
して可視化するようにしました（図7）。品質OKとなる
溶接条件の領域は明るく表示され、領域が広いほど溶
接しやすいことを示します（図8）。継手の溶接しやすさ
をマップとして視覚的に見せることで、誰でも安定した
溶接が行える継手構造を検討しやすくなりました。
応答曲面：最適化の関数y=f(x)において、目的変数yと変数xの関係を
描く曲線や曲面を応答曲面といいます。

技術課題
近年の自動車の電動化や安全技術の向上に伴い、

車両開発で検討すべき性能・要件が増えてきており、限
られた期間で効率良く開発する必要があります。今回、
生産技術とIT部門が協力し、量産開始前の溶接条件
の検討にかかる時間とコストを削減する技術を開発でき
ました。今、我々は次なる課題として、溶接のバラつきが

強度信頼性へ及ぼす影響も同時に検討できる手法に
挑戦しています。これからも様々な部門と連携し、AIと
最適化の技術を応用して車両開発の効率化に取り組ん
でまいります。大学の先生方とも、新しい技術がありまし
たら一緒に取り組んでいきたいと思います。

▋著者紹介

安座間 尚之
デジタルエンジニアリング部
 
（2015年 入社）

生田 貴大
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

岩下 一晶
ものづくり推進部
専門職
（1983年 入社）

岡本  努
ものづくり推進部
係長
（1987年 入社）

福川 孝司
プレス・溶接生産部
 
（2004年 入社）

佐藤 崇雄
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

アーク溶接は四輪車、二輪車のフレームに多く使用される接合方法です。適切な溶接を行うためには、溶接継手

の形状に応じた溶接条件（電流、電圧、溶接速度など）で溶接する必要があります。溶接条件は過去の経験から

導いており、ベテランの作業者でも現物による試作の繰り返しに頼っている部分が大きく、多くの時間とコストが

かかっています（図1）。そこで、試作を繰り返すことなく最適な溶接条件を導出できる技術を開発しました。

背景・狙い

▍数理最適化による溶接条件の導出

▍AIによる溶接継手の形の判定

▍評価マップによる溶接しやすさの可視化

試作品で溶接トライ

やりなおし

溶接が難しい構造は品質NGになりやすい

溶込みチェック

品質NG 品質OK

切断作業
研磨作業

溶接箇所を選択

形状情報を取得
（板厚・角度など）

溶込み量の予測式

溶込み量

溶接条件

接合強度が高くなる溶接条件を数理最適化で求める

▶電流
▶電圧
▶溶接速度

数理最適化
目的関数

変数

□溶込み深さ
□溶込みの幅
□────

✓
✓
✓

溶込み

深さ

幅

電極ワイヤ（自動送給）

溶接方向

母材

溶
接
電
源アーク

溶滴

シールドガス

溶接ビード

溶融金属

図1 現物の試作による溶接条件の導出

図2 ガスシールド式アーク溶接 図3 溶込みの深さと幅

T継手

T継手？ 重ね継手？

重ね継手 フレア継手

一見すると判定が難しい継手も存在する
図5 溶接継手の種類

図4 数理最適化で溶接条件を導出するフロー

畳み込みニューラルネットワーク 継手の種類を判定

最適化の
応答曲面を
可視化

良い

悪い
溶接速度

電
流

品質OK
品質NG

溶込みの品質 品質OKの明るい領域

品質OKの領域が広い
溶接しやすい

品質OKの領域が狭い
溶接が難しい

図6 継手の種類を判定するAI

図7 評価マップによる溶接しやすさの可視化

図8 継手形状による溶接品質の評価マップの違い
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで
大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。

山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー  

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡ 
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用
化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま

 一
か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両
情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 

通信
事業者

サーバ
メーカ

通信機

Used satellites
by DCM（Gen2）

0°

60°300°

330°

90°

120°240°

150°210°
180°

270°

24dB

-dB

19dB

30dB

27dB

G29

G26

G05

G12

G20

G02

G13

G15

G25

G21

21dB

Multipath image

No.11 at strong electric field
No.12 at weak electric field

RSRP［dBm］
－80 ≦ ●
－100 ≦ ● ＜ －80
－110 ≦ ● ＜ －100
－120 ≦ ● ＜ －110

● ＜ －120
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数理最適化とAIを用いた アーク溶接条件の導出

最適な溶接条件を導出する手法の開発
アーク溶接は、接合する母材と電極ワイヤの間に電
圧をかけることで、アークと呼ばれるプラズマの一種を
発生させ、この熱で金属を溶かして接合します（図2）。
品質の高い接合を行うには、電流、電圧、溶接速度など
の溶接条件が適切である必要があります。
今回、3D CADの継手形状から、数理最適化とAIを
用いて少ない試作回数で適切な溶接条件を導く技術を
開発しました。

数理最適化による溶接条件の導出
溶接実験で得たデータベースをもとに種々の継手形
状に対する溶込み（溶込み深さや幅、図3）の予測式を
求め、数理最適化手法を用いて最適な溶接条件を導
出することを考えました。
溶接条件の導出フローを説明します（図4）。始めに、
CADソフトで溶接箇所を選択し、溶接箇所の形状の
情報（板厚・角度など）を取得します。次に、形状の情
報と溶接条件を変数とし、予測式を用いて溶込みの深
さや幅など接合の強度に関わる溶込み量を計算しま
す。最後にこれらの溶込み量が最適な値になる溶接条
件を数理最適化により求めます。これにより、溶接個所
のCADモデルから最適な溶接条件を導出できるように
なりました。
数理最適化： y=f(x)という関数があった場合、yが最大もしくは最小と
なるxを求めます。ここでは、溶込み量の規定値に対する達成度をy、
電流・電圧・溶接速度といった溶接条件をxとし、yが最大となるxを求め
ました。

AIによる溶接継手の形の判定
溶接継手の形はT継手・重ね継手・フレア継手など

複数あるため、継手の形によって溶込みの予測式を使
い分ける必要があります。しかし、一見するとどの種類
の継手なのか判断が難しい継手も存在し、予測式を
間違った継手に当てはめて使ってしまう恐れがあります
（図5）。そこで、人による判断の間違いを防ぐため、
CADの断面画像から溶接継手の形を自動で判定する
AIを開発しました。AIには畳み込みニューラルネットワ
ークを用い、90%以上の精度で溶接継手の形を自動
で判定できました（図6）。

評価マップによる溶接しやすさの可視化
これまでの取り組みで、最適な溶接条件を導出する
手法は開発できましたが、その継手の溶接しやすさまで
は評価できません。例えば、溶接条件が少しでも変動
すると品質が悪くなるような継手では、安定した溶接が
できません。そこで、最適化の応答曲面を評価マップと
して可視化するようにしました（図7）。品質OKとなる
溶接条件の領域は明るく表示され、領域が広いほど溶
接しやすいことを示します（図8）。継手の溶接しやすさ
をマップとして視覚的に見せることで、誰でも安定した
溶接が行える継手構造を検討しやすくなりました。
応答曲面：最適化の関数y=f(x)において、目的変数yと変数xの関係を
描く曲線や曲面を応答曲面といいます。

技術課題
近年の自動車の電動化や安全技術の向上に伴い、

車両開発で検討すべき性能・要件が増えてきており、限
られた期間で効率良く開発する必要があります。今回、
生産技術とIT部門が協力し、量産開始前の溶接条件
の検討にかかる時間とコストを削減する技術を開発でき
ました。今、我々は次なる課題として、溶接のバラつきが

強度信頼性へ及ぼす影響も同時に検討できる手法に
挑戦しています。これからも様々な部門と連携し、AIと
最適化の技術を応用して車両開発の効率化に取り組ん
でまいります。大学の先生方とも、新しい技術がありまし
たら一緒に取り組んでいきたいと思います。

▋著者紹介

安座間 尚之
デジタルエンジニアリング部
 
（2015年 入社）

生田 貴大
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

岩下 一晶
ものづくり推進部
専門職
（1983年 入社）

岡本  努
ものづくり推進部
係長
（1987年 入社）

福川 孝司
プレス・溶接生産部
 
（2004年 入社）

佐藤 崇雄
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

アーク溶接は四輪車、二輪車のフレームに多く使用される接合方法です。適切な溶接を行うためには、溶接継手

の形状に応じた溶接条件（電流、電圧、溶接速度など）で溶接する必要があります。溶接条件は過去の経験から

導いており、ベテランの作業者でも現物による試作の繰り返しに頼っている部分が大きく、多くの時間とコストが

かかっています（図1）。そこで、試作を繰り返すことなく最適な溶接条件を導出できる技術を開発しました。

背景・狙い

▍数理最適化による溶接条件の導出

▍AIによる溶接継手の形の判定

▍評価マップによる溶接しやすさの可視化

試作品で溶接トライ

やりなおし

溶接が難しい構造は品質NGになりやすい

溶込みチェック

品質NG 品質OK

切断作業
研磨作業

溶接箇所を選択

形状情報を取得
（板厚・角度など）

溶込み量の予測式

溶込み量

溶接条件

接合強度が高くなる溶接条件を数理最適化で求める

▶電流
▶電圧
▶溶接速度

数理最適化
目的関数

変数

□溶込み深さ
□溶込みの幅
□────

✓
✓
✓

溶込み

深さ

幅

電極ワイヤ（自動送給）

溶接方向

母材

溶
接
電
源アーク

溶滴

シールドガス

溶接ビード

溶融金属

図1 現物の試作による溶接条件の導出

図2 ガスシールド式アーク溶接 図3 溶込みの深さと幅

T継手

T継手？ 重ね継手？

重ね継手 フレア継手

一見すると判定が難しい継手も存在する
図5 溶接継手の種類

図4 数理最適化で溶接条件を導出するフロー

畳み込みニューラルネットワーク 継手の種類を判定

最適化の
応答曲面を
可視化

良い

悪い
溶接速度

電
流

品質OK
品質NG

溶込みの品質 品質OKの明るい領域

品質OKの領域が広い
溶接しやすい

品質OKの領域が狭い
溶接が難しい

図6 継手の種類を判定するAI

図7 評価マップによる溶接しやすさの可視化

図8 継手形状による溶接品質の評価マップの違い
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで

大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。

山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー  

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡ 
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用
化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま

 一
か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両

情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 

通信
事業者

サーバ
メーカ

通信機

Used satellites
by DCM（Gen2）
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車

12 13やらまいか 13号 やらまいか 13号

Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで

大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。
山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー  

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡ 
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用

化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま

 一
か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で
開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で
懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告

草
く さ
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　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
あお

木
き

 岳
たけ

史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）
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▋コネクテッド開発のエピソード
スズキは2018年7月よりインドにて第一世代コネク

テッドサービスを提供しており、今回のスペーシアに搭載
したコネクテッドサービスは、第二世代となります。
第一世代は、緊急通報、運転履歴、駐車位置など、車両
情報を使った単一方向通信（車両⇒スマホ）のサービスだ
けでしたが、第二世代は、双方向通信（車両⇔スマホ）の
技術を使い、ドアロックのし忘れやハザードランプの消し
忘れ時に、スマホから遠隔でドアロックやハザードランプ
の消灯ができるようになり、より便利になりました。事前
にエアコンをかけておいて、真夏でも気持ちよく出発す
ることができます。
第二世代のコネクテッドサービスはグローバル共通の
仕様で、今後、インド、ヨーロッパにも展開していきます。
コネクテッドサービスの開発はインドの子会社マルチ
スズキの技術者と一緒に行っており、スズキの技術者も
頻繁にインドに行って現地での通信試験を行ってきま
した。しかし、2020年に入って、新型コロナウィルス
感染症で海外への渡航が難しくなり、開発に対して大き
な支障となりました。これに対しても、リモート技術を
使い、スズキの技術者とマルチスズキの技術者だけで
なく、日本、インド、ヨーロッパにいる車載通信機メーカ、
コネクテッドサーバーメーカ、通信事業者とをつなぎ、
時差と闘いながらそれぞれの地域の開発を遠隔で行
いました。コネクテッドサービスの開発には多くのパー
トナーの方々が関わっており、改めてこの場を借りて皆
様方にお礼申し上げます。これからも通信技術は進化
し続けていく領域で、大容量、低遅延、多接続を活用し
た新たなサービスを、引き続き多くのパートナーの方々
と協力し開発していきます。

新たな100年に向かって スズキの新技術への取り組み（その5）

日本の農業は、人手や熟練者に頼る作業が多く、後継
者減少などによる人手不足や農業従事者の高齢化が問
題となっています。そのためロボットや情報通信技術を
活用する「スマート農業」が注目されています。スズキ
は自動車産業で培った技術・ノウハウを農工連携に活か
していきたいと考え、2018年から牧之原市の農業ベン
チャー“エムスクエア・ラボ社”と、農業向け電動台車の
研究、開発をしています。ベースはスズキモーターチェア
（電動車椅子）です。

▌Mobile Moverの主要諸元
項　目 値

寸法 荷台
長さ （㎜） 905
幅 （㎜） 600
高さ （㎜） 500

台車重量（バッテリー含む） （㎏） 92
最大積載重量 （㎏） 100
最高速度 （㎞/h） 6

連続走行距離※1 （㎞） 39

駆動モーター DC24V・210W×2個
（30分定格出力）

バッテリー SC38-12（12V35AH）×2個
駆動方式 後2輪直接駆動方式

※1  連続走行距離は、常温(20℃)、使用者最大体重、満充電の新品バッテリーで平坦路を
　　最高速度で連続走行し、バッテリー100％放電までの距離を示します。

モーターチェアは、1974年から生産・販売している
商品で、障害をお持ちの方々に使っていただいていま
す。過去、一部大学等研究機関に試験用途で使われた
ことはありますが、福祉分野以外での活用はありません
でした。しかしユーザーに安心・安全に乗っていただけ
るよう長年培ってきた性能・品質が、農業分野にも活か
せることが分かり、あたらしい事業に活かせる可能性が
広がっています。
具体的には、モーターチェアの動力台車部分をそのま

ま活用し、椅子部分を荷台に取替え、タイヤをオフロード
仕様に変更したものを電動台車として、2019年9月に
“Mobile Mover”の名称で発表しました。
荷台に収穫物を詰めたコンテナ運搬や、農薬散布の
作業機等を載せることで、「スマート農業」のひとつである
農業従事者の軽労化、更には少人化を目的とするもの
です。
軽労化には、“有線追尾”と“ラジコン”を、また少人化に

は、“自動運転（レベルは段階的に）”を目指して開発をし
ています。

以下に現在の取組みを紹介いたします。
【有線追尾】
モーターチェアで使用しているジョイスティックコント

ローラの先端に、犬の散歩に使うリードを取り付け、その
リードを引くことで、後を付いてくる機能です。
Mobile Moverは犬以上に従順に人に付いてきます。

【ラジコン】
ホビー用のプロポを使用し、無線で操縦します。見通

しの良いところであれば200m離れていても操縦でき
ます。これにより農薬散布する際に、現場に近づく必要
がなくなるので、作業者は合羽等で体を守る必要があり
ません。
【自動運転】
電動台車に、測位・測距・映像を検知、送信できる装
置を搭載してロボット化し、自動運転できるよう開発に
取組んでいます。センサとしてGNSS・デプスカメラ・
LiDAR・単眼カメラ等を搭載し、まずはWiFi環境内で
動かすことから始め、ゆくゆくは高速通信クラウド経由
により、遠隔地で台車を操作出来るようにすることを考え
ています。これが実現できれば、現場に居なくても農業
に従事できるようになります。ゲーム感覚で電動台車
ロボットを操縦できれば、農業が楽しくなり従事者も
増加するのではと期待しています。

農業用電動モビリティの取り組み モビリティデバイスマネージャ
（クラウド）

測位･測距
映像転送

実際の圃場でロボットが作業 遠隔地でロボットを操作

操縦
指示5G

ポスト5G

ラジコン操作により農薬を散布

高速通信により遠隔地で農作業

有線追尾するMobile Mover

Mobile Mover
インドにおける携帯通信網の電波通信確認の様子

インド機種開発のリモートによる開発体制

インドにおけるＧＰＳ受信性能確認

携帯通信網

通信
事業者通信機

メーカ
マルチ

スマホ

GNSS
サーバ

サーバ
メーカ

スズキ 通信機
メーカ 
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スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車

業務紹介
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IT技術を活用して二輪車のフレームやエンジンに関する技術を
開発しています。二輪車開発にこれまで用いられていなかった機
械学習を導入するなど、新しいことにも挑戦しています。

コンピューターシミュレーション上で走る車
を作り、AI運転手に自動で運転をさせる技
術を開発しています。課題はたくさんありま
すが最先端の技術を導入し、新しいことに
挑戦するやりがいがあります。

構造解析を行いエンジンの信頼性や耐久性
を評価しています。エンジンの性能が上がっ
た時、複雑な現象を解析できた時、問題解
決できた時にやりがいを感じます。

車両周りの流れやエンジンの燃焼といった車にま
つわる流れの解析を行い、形状検討や課題解決を
行っています。自分の想像したものを具現化し、性
能の検討を行う楽しさがあります。

デジタルエンジニアリング 部の若手技術者たち
デジタル技術を使った新しい車づくりに携わる
若手技術者たちのメッセージをご紹介します。

CADに関わる最先端のデジタル技術を用い
て、車両開発の効率化に取り組んでいます。
実物が無い開発初期段階からバーチャルで
の検証を行い、品質の高いクルマ作りを推進
しています。

利用部門が
楽に作業で

きるよう、設計、生産部門向けの3D
データを用いたソフトの運用やCAD
のカスタマイズコマンド作成を行って
います。一筋縄ではいかない部分も
ありますがやりがいのある業務です。

最新技術であるVR（VirtualReality）を活用
して、実際の車両が出来上がる前に問題点
や懸念点の確認を行っています。一番の魅力
は、まだ世に出ていない車両を実寸サイズの
3Dデータでいち早く体験できることです。

ニ輪車の美しい外観を実
現するために、3Dスキャン

を用いてチェックと改善提案を行っています。
実車をデータで可視化し、外観向上のために
提案する過程は非常に楽しいです。

CADデータからカタログや動
画で使用するCGを作成して
います。どのような画角や質
感が良いかこだわりを持って
作業しており、CGから作成し
た画像や動画が実際に使わ
れていると達成感や
やりがいを感じます。

CADデータで乗員レイアウト検討

　デジタル技術グループ　
3D CADを使いデジタルモックアップ（DMU）と呼ばれる自動車一台分
のデータを作成して、VRやCGなど新技術の開発や導入も行いながら
新型車の開発・生産・販売など様々な場面での活用を推進しています。

　CAE推進グループ　
高品質なクルマやバイクを早く、効率よく作るために、CAE
（Computer Aided Engineering）やAIといった解析技術を
使ったデジタルなモノづくりを、スズキ社内に推進しています。

　製品3Dデータ作成グループ　
CAD、3Dスキャナ、3Dプリンタなどデジタル技術を駆使し、高
品質な車を一早くお客様にお届けできるように、デザイン/設計/
生産技術部門と協力して効率的な車づくりに挑戦しています。

CADで二輪部品の3Dデータ
を作成しています。設計者の
意図を理解しながらのデータ
作りは難しいですが、自分の
作ったデータが現物となって
お客様に商品として届くこと
に感動します。

設計および製造に用いる車両部品
の3Dモデルと図面を作成していま
す。壁にぶつかることもありますが、
そのハードルを乗り越えて目標を達成
したときには大きな
充実感があります。

バイクの設計図面や、実車の測
定データをもとにした3Dモデルの
作成を行っています。日々新しい
ことに挑戦できる環境の中、自分
の経験や技術を生かし成長して
いけることにやりがいを感じます。

冠水路走行時の水流れの解析

設計DMU管理 

沖津 直弥

車両CGの作成

和山  岬

 IT技術を活用した二輪車開発

片野 幹人二輪車体部品のデータ作成

大久保 真帆

二輪車体部品のデータ作成

太田 紫依乃
 二輪エンジン部品のデータ作成

杉浦  楓

 IT技術を活用した業務効率化

新妻 朋奈

  VRを活用した設計/生産技術部門の支援

加藤 華歩

 車両・エンジン流体解析

田村 祥平 

エンジン構造解析

渡辺 直人

システム・性能解析

長田  明

 ニ輪車の外観向上

渡邉 駿介
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で

開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で

懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告

草
く さ

鹿
か

 仁
じ ん

　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
あお

木
き

 岳
たけ

史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）

総 資 産
設 立 年 月

113億7,190万円（令和3年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成金額累計※
1,855件
22億5,459万円

※1980年度から2020年度の41年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告
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北海道 北海道大学 17
室蘭工業大学 6
北見工業大学 3
北翔大学(旧浅井学園大学) 1
旭川医科大学 2
千歳科学技術大学 1
旭川工業高等専門学校 1

青森 弘前大学 2
八戸工業高等専門学校 1

岩手 岩手大学 9
宮城 東北大学 41

東北学院大学 2
東北福祉大学 2
仙台電波工業高等専門学校 1

秋田 秋田大学 2
秋田県立大学 4

山形 山形大学 7
福島 福島大学 2

いわき明星大学 1
茨城 茨城大学 21

筑波大学 12
栃木 宇都宮大学 6
群馬 群馬大学 22

前橋市立工業短期大学 1
埼玉 埼玉大学 12

埼玉工業大学 4
日本工業大学 6

千葉 千葉大学 14
千葉工業大学 4
帝京平成大学 1
木更津工業高等専門学校 3

東京 東京大学 44
東京学芸大学 2
東京農工大学 20
東京工業大学 30
電気通信大学 12
東京海洋大学 1
東京都立大学 13
青山学院大学 2
慶應義塾大学 11
工学院大学 5
国士舘大学 2
駒澤大学 2
芝浦工業大学 10
順天堂大学 1
上智大学 3
成蹊大学 2
中央大学 3
東海大学 10
東京電機大学 6
東京理科大学 22
日本大学 2
日本医科大学 1
法政大学 1
東京都市大学(旧武蔵工業大学） 11
明治大学 1

東京 早稲田大学 16
東京工科大学 4
昭和大学医療短期大学 1
東京工業高等専門学校 1
都立産業技術高等専門学校 1

神奈川 横浜国立大学 13
横浜市立大学 1
湘南工科大学 1
東京工芸大学 2
神奈川工科大学 3

新潟 新潟大学 12
長岡技術科学大学 4
長岡工業高等専門学校 1

富山 富山大学 10
富山県立大学 3

石川 金沢大学 23
北陸先端科学技術大学院大学 6
公立小松大学 1
石川工業高等専門学校 3

福井 福井大学 9
山梨 山梨大学 15
長野 信州大学 6

長野工業高等専門学校 1
岐阜 岐阜大学 16

岐阜工業高等専門学校 6
静岡 静岡大学 91

浜松医科大学 5
静岡理工科大学 5
沼津工業高等専門学校 1

愛知 名古屋大学 31
名古屋工業大学 9
豊橋技術科学大学 52
名古屋市立大学 1
中部大学 2
名城大学 5
豊田工業大学 3
豊田工業高等専門学校 5

三重 三重大学 12
鈴鹿工業高等専門学校 4

滋賀 滋賀医科大学 1
滋賀県立大学 2

京都 京都大学 17
京都工芸繊維大学 7
同志社大学 4
立命館大学 6

大阪 大阪大学 41
大阪市立大学 3
大阪府立大学 16
大阪工業大学 4
大阪産業大学 2
大阪体育大学 1
大阪電気通信大学 1
近畿大学 5
甲南大学 1
大阪府立大学工業高等専門学校 1
大阪工業高等専門学校 1

兵庫 神戸大学(旧神戸商船大学分を含む) 22
兵庫県立大学 5

奈良 奈良先端科学技術大学院大学 3
奈良工業高等専門学校 3

和歌山 和歌山大学 1
和歌山工業高等専門学校 1

鳥取 鳥取大学 2
島根 島根大学 1
岡山 岡山大学 18

岡山県立大学 2
津山工業高等専門学校 1

広島 広島大学 19
広島市立大学 3
広島工業大学 1
福山大学 1
呉工業高等専門学校 1

山口 山口大学 10
山口東京理科大学 2
宇部工業高等専門学校 1
大島商船高等専門学校 3

徳島 徳島大学 10
阿南工業高等専門学校 1

香川 香川大学 6
香川高等専門学校 2

愛媛 愛媛大学 4
新居浜工業高等専門学校 1
弓削商船高等専門学校 1

高知 高知工業高等専門学校 1
福岡 九州大学 22

九州工業大学 3
北九州市立大学 2
西日本工業大学 1
福岡工業大学 2
久留米工業大学 1

佐賀 佐賀大学 4
長崎 長崎大学 3

長崎総合科学大学 3
佐世保工業高等専門学校 1

熊本 熊本大学 8
大分 大分大学 7

大分県立看護科学大学 2
宮崎 宮崎大学 1
鹿児島 鹿児島大学 6
沖縄 琉球大学 4

沖縄工業高等専門学校 2
研究所ほか 国立天文台 1

岡崎国立共同研究機構 2
防衛大学校 2
(財)東京都老人総合研究所 1
理化学研究所 4
(独)産業技術総合研究所 13
宇宙航空研究開発機構 1
(財)応用科学研究所 1
西独軽機械センター 3
浜松医療センター 1

▋学校別の助成一覧表（計1,153件） （数字は41年間の累積助成件数）

科学技術研究助成の1980年度から2020年度の41年間の実績

スズキ財団の事業 「機械工業の発展を願って」  
本財団は、小型自動車をはじめとする国民生活における利便の増進に資する機械等（以下「国民生活用機械等」という。）

の生産および利用・消費に係わる科学的研究の助成と、その成果の普及等を通じてわが国機械工業の総合的な発展と
国民福祉の増進に寄与することを目的としております。

▌研究助成
大学、大学院、高等専門学校、または公共研究機関に常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する研究であること。

1.科学技術研究助成
  ●助成件数 ： 年間約50件程度 ●一般向け（最高300万円）と若手向け（一律100万円）に分けて募集する
 ●公募期間 ： 毎年6月末～9月末 ●選考結果は12月下旬に申請者に連絡される

2.課題提案型研究助成
 ●毎年、現在解決を求められている或いは将来直面する問題に対して、解決方法を提案する
 ●研究期間 ： 2年間 ●助成金額 ： 1件あたり最大1,000万円
 ●助成件数 ： 年間4件程度 ●公募期間 ： 毎年4月初～5月中旬 ●選考結果は7月末頃申請者に連絡される

3.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
①研究成果普及助成（国内外で行われるシンポジウム・会議等の諸費用への助成）
②研究者海外研修助成（海外への交通費・滞在費への助成、大学院生も申請可）

▋顕彰
「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
「やらまいか 大賞」 1件 副賞 1,000万円
「やらまいか 特別賞」 1～3件程度 副賞総額 300万円
対象分野：  「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学的

研究に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展に寄与した研究を対象とします。
  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に渡り顕著な成果を期待

できる研究を対象とします。
公募期間 ： 毎年3月初～5月末　●選考結果は12月下旬に申請者に連絡されます。

スズキ財団の2021年度（令和3年度）の公募と実績の詳細については
右記ホームページをご確認ください。 ▶ https://www.suzukifound.jp/

2021年度（令和3年度）研究者海外研修助成実績  
 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）

令和3年9月12日～18日 早稲田大学 教授 草鹿  仁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 田邉  郁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 Jeyamoorthy Arravind

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 加藤  拓 郎

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 久保  悠 之 介

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 関  圭 一 朗

（2021年10月現在）



TOPICS
トピックス

6 7やらまいか 13号 やらまいか 13号

スズキのニュースリリースから最近のトピックスを紹介します。

スズキは、クロスオーバー車の「SX4 S-CROSS」を全面

改良したSUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を世界初

公開しました。ハンガリー子会社のマジャールスズキ社で生産

し、2021年末より欧州での販売を開始。中南米、大洋州、

アジアへの輸出も順次開始しています。

「SX4 S-CROSS」は、2013年の発売以来、乗用車

とSUVを融合させたクロスオーバー車として、欧州を中心

に好評を得てきました。今回の全面改良にあたって、新型

「S-CROSS」はSUVらしいスタイリング、快適性、様々な

情報を表示するディスプレイオーディオ、スズキ独自の四輪

制御システム「ALLGRIP（オールグリップ）」による走行性能

と安全性を兼ね備えました。

技術  
●  燃費優先や雪道走行など運転環境に合わせて走行モードを
ダイヤルで簡単に選択できる「ALLGRIP」を採用。

●  欧州仕様車には、全車48ボルトSHVSマイルドハイブリッド
を採用。燃費抑制はもちろん、アクセル操作に応じてエン
ジントルクにモータートルクを上乗せするという加速補助も
可能としました。

●  衝突被害軽減ブレーキ、標識認識機能、車線逸脱抑制機能、
全車速追従機能付アダプティブクルーズコントロールなど
の運転支援機能に加え、全方位モニターや後退時車両検知
警報などの駐車支援機能も充実させました。

スズキのインド子会社マルチ・スズキ・インディア社（以下 マル

チ・スズキ）が、豊田通商株式会社および豊田通商グループの

Toyota Tsusho India Private Limitedとともに設立した、使

用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行う合弁会

社、Maruti Suzuki Toyotsu India Private Limited（以下 

MSTI）が、2021年11月23日に稼働開始しました。

MSTIは、使用済み車両の仕入れから解体、廃液の抜き取り

などの適正処理、解体を行い、処理されたスクラップを素材とし

て販売します。将来的には当該施設で月間2,000台の処理台

数を目指します。使用済み車両を適正に処理することにより、車

両や部品の不法投棄を減らし、地球温暖化や土壌汚染・水質

汚濁といった環境問題にも対応していきます。 開所式にはインドのニティン・ガドカリ道路交通・高速道路大臣をは
じめ、鈴木哲駐インド日本国特命全権大使およびマルチ・スズキの
鮎川堅一社長、MSTIの赤石優社長らが出席しました。

スズキ株式会社は、浜松市及び公益財団法人浜松市花

みどり振興財団と連携し、昨年11月29日から12月下旬まで、

はままつフラワーパークでスズキが開発した電動アシストカート

「KUPO（クーポ）」の利便性を検証する試験運用を実施しま

した。

「KUPO」は、歩行を補助する電動アシストカートから、乗っ

て移動できる電動車いすにもなり、生活を支援し歩く嬉しさを

提案する「歩く・広がるモビリティ」として開発された活動支援

モビリティです。

2018年に初代コンセプトモデルを発表して以来、改良を

重ね、現在のモデルは4代目となります。

体験試乗等を通して、幅広いお客様より直接ご意見を伺い、

「KUPO」や今後の商品開発に結び付けてゆきます。

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が、天竜浜名湖鉄道株式会社

（以下、天竜浜名湖鉄道）のフルーツパーク駅の副駅名（愛称名）として、2021年

12月7日から2024年3月31日まで採用されます。

この「フルーツパーク（KATANA）駅」は、天竜浜名湖鉄道による駅名ネーミング

ライツスポンサー募集に、株式会社スズキ二輪が申し込み、スポンサー契約を締

結して実現したものです。フルーツパーク駅は、KATANAユーザー向けのイベント

「KATANA Meeting」の開催地である「はままつフルーツパーク時之栖（静岡県

浜松市）」の最寄り駅です。

「KATANA（カタナ）」は、燃料タンクから車体先端までシャープで流れるような、

ひと目で「KATANA」とわかるデザインに、高い基本性能と扱いやすさを両立させ

た大型二輪車で、2019年5月に国内で発売を開始して以降好評を得ています。

天竜浜名湖鉄道とスズキによるタイアップは、2019年9月より継続している

KATANAラッピング列車の運行に続くものであり、契約期間中、フルーツパーク

駅に「KATANA」の副駅名が付くことから、鉄道利用者だけに限らず、広く

「KATANA」をアピールすることでブランド力の拡大を図り、新たなファン獲得

を目指します。

スズキ、SUVの新型「S-CROSS（エスクロス）」を
世界初公開

スズキ、はままつフラワーパークで、あるときは歩行補助、あるときは乗って移動できる
電動アシストカート「KUPO」の試験運用を開始

スズキの大型二輪車「KATANA（カタナ）」の名称が
天竜浜名湖鉄道フルーツパーク駅の副駅名に採用

使用済み車両の適正処理および解体・リサイクルを行うマルチ・スズキ・インディアの
合弁会社が稼働開始

環境対策の先頭をきる欧州向けには、既に乗用車全てに

ハイブリッドを採用していますが、2022年よりストロングハイブ

リッドモデルのラインアップを強化します。ストロングハイブリッ

ドモデルには、駆動用モーターとオートギヤシフトを組み合わせ

たスズキ独自のシステムを採用し、2022年初めより欧州向け

「ビターラ」に搭載し、続いて同年後半より新型「S-CROSS」

に搭載する計画です。

公益財団法人日本デザイン振興会が主催する「2021年度グッド
デザイン賞」において、「グッドデザイン金賞」（経済産業大臣賞）を
受賞しました。電動歩行補助具として、また、電動車いすとして使えます。

GLX

GL＋
写真：欧州仕様車

業務紹介
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IT技術を活用して二輪車のフレームやエンジンに関する技術を
開発しています。二輪車開発にこれまで用いられていなかった機
械学習を導入するなど、新しいことにも挑戦しています。

コンピューターシミュレーション上で走る車
を作り、AI運転手に自動で運転をさせる技
術を開発しています。課題はたくさんありま
すが最先端の技術を導入し、新しいことに
挑戦するやりがいがあります。

構造解析を行いエンジンの信頼性や耐久性
を評価しています。エンジンの性能が上がっ
た時、複雑な現象を解析できた時、問題解
決できた時にやりがいを感じます。

車両周りの流れやエンジンの燃焼といった車にま
つわる流れの解析を行い、形状検討や課題解決を
行っています。自分の想像したものを具現化し、性
能の検討を行う楽しさがあります。

デジタルエンジニアリング 部の若手技術者たち
デジタル技術を使った新しい車づくりに携わる
若手技術者たちのメッセージをご紹介します。

CADに関わる最先端のデジタル技術を用い
て、車両開発の効率化に取り組んでいます。
実物が無い開発初期段階からバーチャルで
の検証を行い、品質の高いクルマ作りを推進
しています。

利用部門が
楽に作業で

きるよう、設計、生産部門向けの3D
データを用いたソフトの運用やCAD
のカスタマイズコマンド作成を行って
います。一筋縄ではいかない部分も
ありますがやりがいのある業務です。

最新技術であるVR（VirtualReality）を活用
して、実際の車両が出来上がる前に問題点
や懸念点の確認を行っています。一番の魅力
は、まだ世に出ていない車両を実寸サイズの
3Dデータでいち早く体験できることです。

ニ輪車の美しい外観を実
現するために、3Dスキャン

を用いてチェックと改善提案を行っています。
実車をデータで可視化し、外観向上のために
提案する過程は非常に楽しいです。

CADデータからカタログや動
画で使用するCGを作成して
います。どのような画角や質
感が良いかこだわりを持って
作業しており、CGから作成し
た画像や動画が実際に使わ
れていると達成感や
やりがいを感じます。

CADデータで乗員レイアウト検討

　デジタル技術グループ　
3D CADを使いデジタルモックアップ（DMU）と呼ばれる自動車一台分
のデータを作成して、VRやCGなど新技術の開発や導入も行いながら
新型車の開発・生産・販売など様々な場面での活用を推進しています。

　CAE推進グループ　
高品質なクルマやバイクを早く、効率よく作るために、CAE
（Computer Aided Engineering）やAIといった解析技術を
使ったデジタルなモノづくりを、スズキ社内に推進しています。

　製品3Dデータ作成グループ　
CAD、3Dスキャナ、3Dプリンタなどデジタル技術を駆使し、高
品質な車を一早くお客様にお届けできるように、デザイン/設計/
生産技術部門と協力して効率的な車づくりに挑戦しています。

CADで二輪部品の3Dデータ
を作成しています。設計者の
意図を理解しながらのデータ
作りは難しいですが、自分の
作ったデータが現物となって
お客様に商品として届くこと
に感動します。

設計および製造に用いる車両部品
の3Dモデルと図面を作成していま
す。壁にぶつかることもありますが、
そのハードルを乗り越えて目標を達成
したときには大きな
充実感があります。

バイクの設計図面や、実車の測
定データをもとにした3Dモデルの
作成を行っています。日々新しい
ことに挑戦できる環境の中、自分
の経験や技術を生かし成長して
いけることにやりがいを感じます。

冠水路走行時の水流れの解析

設計DMU管理 

沖津 直弥

車両CGの作成

和山  岬

 IT技術を活用した二輪車開発

片野 幹人二輪車体部品のデータ作成

大久保 真帆

二輪車体部品のデータ作成

太田 紫依乃
 二輪エンジン部品のデータ作成

杉浦  楓

 IT技術を活用した業務効率化

新妻 朋奈

  VRを活用した設計/生産技術部門の支援

加藤 華歩

 車両・エンジン流体解析

田村 祥平 

エンジン構造解析

渡辺 直人

システム・性能解析

長田  明

 ニ輪車の外観向上

渡邉 駿介
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コロナ対策  
2021年9月12日（日）～15日（水）にイタリア・カプリ島で
開催された、ICE2021に大学院生6名とともに参加しました。
オンライン開催になるであろうと高を括っていたのですが、7月
に対面で実施することが決まり、さらに、国内は第5波の最中
であったためワクチン接種証明のみならず、PCR検査の陰性
証明も追加されたことから大変慌ただしい出発となりました。
羽田で搭乗手続き後に欧州圏に入国するためEUのwebサ
イトにアクセスし長い質問に答えて登録する必要があります。
この登録ページとワクチンの接種証明、PCR検査の陰性
証明の3つは常に提示することが求められました。さらに、学
会主催のPCR検査が、初日と二日目に参加者全員に対して
あり、感染対策には万全を期していました。
日本に帰国する際は、搭乗72時間前にPCR検査の陰性
証明を受ける必要があることから、学会が準備してくれた医
師に検査をしてもらい、帰国便に搭乗することができました。
そして、羽田空港でも再度PCR検査を受け、陰性が判明した
後、2週間の隔離期間を経て通常の生活に復帰できました。

ICE2021  
本年の ICE2021は、日頃の研究活動や自動車技術会で
懇意にしているドイツStuttgart大学のMichael Bargende
教授が大会委員長を務め、SAE InternationalのDavid 
Shutt氏、Murli Lyer氏らも参加しスピーチがありました。
また、毎日、セッションの冒頭で基調講演があり、13日は
Porsche AGから「持続可能なモビリティに向かってe-fuel
の次のステップ」、Mahleからは「キーテクノロジーとして
Thermal management」、Landi Groupからは「水素内
燃機関」、14日はAVL、 Italyより「CO₂の社会的・環境的
なインパクト」、University of Orleans Polytechの「ゼロ
エミッション燃料としてのNH₃」、15日は米国Southwest 
Researchによる、「内燃機関の排出ガスは空気よりクリー
ン」、FKFSからは「バッテリーで
駆動する製品：内燃機関の付加的か
ライバルか」と題する興味深い講演
がありました。
学術講演の内容としては、エンジ

ンの燃焼、モデル、AI、FPGAなど
の演算の高速化、排出ガス触媒、
電動パワートレインに分かれて発表
が行われました。特に印象に残った

発表としては、European Commission Joint Research
からの「VECTOという大型車用の燃費推算シミュレーション
を使ったバスの燃費予測の研究」、フランスのIFPから、「水
素内燃機関の実験と数値計算に関する研究」、ドイツのダル
ムシュタット工科大学の「CO₂ニュートラルフリーとしてOME
燃料を用いた超低排出ガスの研究」、ドイツのStuttgart大
学のベンチャー企業FKFSからの「動力性能と排出ガス性
能から見たe-fuelの成分調査手法の研究」や同機関から
「e-fuelの混合気形成に関する研究」がありました。
バッテリーに関する研究や、機械学習を取り入れたエン

ジンモデル開発の研究、特にCNR-STEMから「リチウム
イオン電池に代わるアルミ-空気電池」の発表は、リチウム
の埋蔵量に限りがあることから、リチウムを使わない次世代
電池として期待がされます。
コロナ禍で、普段、大学内で閉じこもって研究をしている
大学院生にとっても、自身の研究を外部機関の研究者に
聞いてもらい、コメントや批評を受ける絶好の機会となりまし
た。今回の研修を通して大きく成長できたものと思います。
私自身もface to faceで会話をできることは貴重であり、
欧州におけるカーボンニュートラルに関する本気度を肌で
感じることができました。自動車製造国が集まる本会議に
おいては、決して電気自動車だけが乗用車のソリューション
ではなく、H₂内燃機関や幅広くe-fuelを検討していること
などを改めて認識した次第であり、これを次の研究に生かし
ていきたいと考えています。

最後に  
例年に比べカプリ島の宿泊費が高騰し、またコロナ対策諸
費用もあり、予定していた当初の予算よりもだいぶオーバー
してしまいました。このため、公益財団法人スズキ財団の助成
は本当に助かりました。厚く御礼申し上げますとともに、貴
財団の益々のご発展を祈念します。

海外研修報告

草
く さ

鹿
か

 仁
じ ん

　早稲田大学 大学院 創造理工学研究科　教授　工学博士

発表会場での参加大学院学生 カプリ湾から見た景色

「15th International Conference on 
 Engines & Vehicle（ICE2021）」に参加して

イタリア

Q1 先生の研究および研究室のご紹介をお願いします。

私の研究室では「社会における課題を新しいロボットシステムにより解決する」を目標として、新しいロボットの機
構設計を中心とした研究を行っています。研究室には38名の学生がいるため、研究テーマは多岐にわたります。
不整地を移動するロボット（レスキューロボット、歩行ロボット、月面探査ローバーなど）の研究を核として、水田除草
を行う農業ロボットや、福祉・介護
ロボットの研究を行っています。
最近は柔軟に変形して移動を行う
ソフトロボットの研究にも力を入
れています。既成概念に囚われ
ず、常に独創的な新しいロボットを
開発できるよう、学生と一緒に励
んでいます。

Q2 先生は、令和元年度科学技術研究助成で｢不整地走行に特化した電動車イスの開発｣の研究を
されました。本研究の成果、および本研究の今後の発展性や抱負をお聞かせください。

本研究はスズキ財団の科学技術研究助成を受けることによってクローラ型電動車イスを完成させることができ、
オンラインで開催されましたサイバスロンへの出場を果たしました。競技会での入賞は叶いませんでしたが、当初の目
標であった障害物の踏破を達成する事ができました。この研究を通して多くの方と出会う機会があり、得ることのでき
た知見を今後の研究へ役立てたいと考えて
います。本研究で進めました3Dプリンタを
用いたクローラ用ブロックの開発について
は、今後は他の移動ロボットへの転用を考
えています。また本研究を通して次に開発
する電動車イスはもう少しスポーツ寄りの
機体として開発し、搭乗者が乗る楽しさを
味わえるものにしたいと考えています。
財団の研究助成を受け、コロナ禍ではあ

りましたが充実した研究活動を行うことがで
きましたことに感謝を申し上げます。個人
的には学生時代に初めて購入した二輪車
がスズキ製だったので、贈呈式の前の工場
見学がとても楽しく有意義な時間でした。

独創的なロボットの開発を
めざして、移動ロボットを研究

助成研究者の声 今回は千葉工業大学の青木先生から
移動ロボットの研究についてお伺いしました。

青
あお

木
き

 岳
たけ

史
し

 千葉工業大学　先進工学部　教授　博士（工学）

総 資 産
設 立 年 月

113億7,190万円（令和3年3月末）
1980年 3月

助成件数累計※

助成金額累計※
1,855件
22億5,459万円

※1980年度から2020年度の41年間の累計

公益財団法人 スズキ財団 事業報告
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北海道 北海道大学 17
室蘭工業大学 6
北見工業大学 3
北翔大学(旧浅井学園大学) 1
旭川医科大学 2
千歳科学技術大学 1
旭川工業高等専門学校 1

青森 弘前大学 2
八戸工業高等専門学校 1

岩手 岩手大学 9
宮城 東北大学 41

東北学院大学 2
東北福祉大学 2
仙台電波工業高等専門学校 1

秋田 秋田大学 2
秋田県立大学 4

山形 山形大学 7
福島 福島大学 2

いわき明星大学 1
茨城 茨城大学 21

筑波大学 12
栃木 宇都宮大学 6
群馬 群馬大学 22

前橋市立工業短期大学 1
埼玉 埼玉大学 12

埼玉工業大学 4
日本工業大学 6

千葉 千葉大学 14
千葉工業大学 4
帝京平成大学 1
木更津工業高等専門学校 3

東京 東京大学 44
東京学芸大学 2
東京農工大学 20
東京工業大学 30
電気通信大学 12
東京海洋大学 1
東京都立大学 13
青山学院大学 2
慶應義塾大学 11
工学院大学 5
国士舘大学 2
駒澤大学 2
芝浦工業大学 10
順天堂大学 1
上智大学 3
成蹊大学 2
中央大学 3
東海大学 10
東京電機大学 6
東京理科大学 22
日本大学 2
日本医科大学 1
法政大学 1
東京都市大学(旧武蔵工業大学） 11
明治大学 1

東京 早稲田大学 16
東京工科大学 4
昭和大学医療短期大学 1
東京工業高等専門学校 1
都立産業技術高等専門学校 1

神奈川 横浜国立大学 13
横浜市立大学 1
湘南工科大学 1
東京工芸大学 2
神奈川工科大学 3

新潟 新潟大学 12
長岡技術科学大学 4
長岡工業高等専門学校 1

富山 富山大学 10
富山県立大学 3

石川 金沢大学 23
北陸先端科学技術大学院大学 6
公立小松大学 1
石川工業高等専門学校 3

福井 福井大学 9
山梨 山梨大学 15
長野 信州大学 6

長野工業高等専門学校 1
岐阜 岐阜大学 16

岐阜工業高等専門学校 6
静岡 静岡大学 91

浜松医科大学 5
静岡理工科大学 5
沼津工業高等専門学校 1

愛知 名古屋大学 31
名古屋工業大学 9
豊橋技術科学大学 52
名古屋市立大学 1
中部大学 2
名城大学 5
豊田工業大学 3
豊田工業高等専門学校 5

三重 三重大学 12
鈴鹿工業高等専門学校 4

滋賀 滋賀医科大学 1
滋賀県立大学 2

京都 京都大学 17
京都工芸繊維大学 7
同志社大学 4
立命館大学 6

大阪 大阪大学 41
大阪市立大学 3
大阪府立大学 16
大阪工業大学 4
大阪産業大学 2
大阪体育大学 1
大阪電気通信大学 1
近畿大学 5
甲南大学 1
大阪府立大学工業高等専門学校 1
大阪工業高等専門学校 1

兵庫 神戸大学(旧神戸商船大学分を含む) 22
兵庫県立大学 5

奈良 奈良先端科学技術大学院大学 3
奈良工業高等専門学校 3

和歌山 和歌山大学 1
和歌山工業高等専門学校 1

鳥取 鳥取大学 2
島根 島根大学 1
岡山 岡山大学 18

岡山県立大学 2
津山工業高等専門学校 1

広島 広島大学 19
広島市立大学 3
広島工業大学 1
福山大学 1
呉工業高等専門学校 1

山口 山口大学 10
山口東京理科大学 2
宇部工業高等専門学校 1
大島商船高等専門学校 3

徳島 徳島大学 10
阿南工業高等専門学校 1

香川 香川大学 6
香川高等専門学校 2

愛媛 愛媛大学 4
新居浜工業高等専門学校 1
弓削商船高等専門学校 1

高知 高知工業高等専門学校 1
福岡 九州大学 22

九州工業大学 3
北九州市立大学 2
西日本工業大学 1
福岡工業大学 2
久留米工業大学 1

佐賀 佐賀大学 4
長崎 長崎大学 3

長崎総合科学大学 3
佐世保工業高等専門学校 1

熊本 熊本大学 8
大分 大分大学 7

大分県立看護科学大学 2
宮崎 宮崎大学 1
鹿児島 鹿児島大学 6
沖縄 琉球大学 4

沖縄工業高等専門学校 2
研究所ほか 国立天文台 1

岡崎国立共同研究機構 2
防衛大学校 2
(財)東京都老人総合研究所 1
理化学研究所 4
(独)産業技術総合研究所 13
宇宙航空研究開発機構 1
(財)応用科学研究所 1
西独軽機械センター 3
浜松医療センター 1

▋学校別の助成一覧表（計1,153件） （数字は41年間の累積助成件数）

科学技術研究助成の1980年度から2020年度の41年間の実績

スズキ財団の事業 「機械工業の発展を願って」  
本財団は、小型自動車をはじめとする国民生活における利便の増進に資する機械等（以下「国民生活用機械等」という。）

の生産および利用・消費に係わる科学的研究の助成と、その成果の普及等を通じてわが国機械工業の総合的な発展と
国民福祉の増進に寄与することを目的としております。

▌研究助成
大学、大学院、高等専門学校、または公共研究機関に常勤する研究者で、主たる研究が科学技術に関する研究であること。

1.科学技術研究助成
  ●助成件数 ： 年間約50件程度 ●一般向け（最高300万円）と若手向け（一律100万円）に分けて募集する
 ●公募期間 ： 毎年6月末～9月末 ●選考結果は12月下旬に申請者に連絡される

2.課題提案型研究助成
 ●毎年、現在解決を求められている或いは将来直面する問題に対して、解決方法を提案する
 ●研究期間 ： 2年間 ●助成金額 ： 1件あたり最大1,000万円
 ●助成件数 ： 年間4件程度 ●公募期間 ： 毎年4月初～5月中旬 ●選考結果は7月末頃申請者に連絡される

3.研究成果普及助成及び研究者海外研修助成
①研究成果普及助成（国内外で行われるシンポジウム・会議等の諸費用への助成）
②研究者海外研修助成（海外への交通費・滞在費への助成、大学院生も申請可）

▋顕彰
「やらまいか大賞」及び「やらまいか特別賞」
「やらまいか 大賞」 1件 副賞 1,000万円
「やらまいか 特別賞」 1～3件程度 副賞総額 300万円
対象分野：  「やらまいか 大賞」は、小型自動車をはじめとする国民生活用機械等の生産・利用・消費に係る科学的

研究に関するもので、独創的・先進的であり、学術的社会的発展に寄与した研究を対象とします。
  「やらまいか 特別賞」は、過去に当財団から助成を受けた科学的研究で、将来に渡り顕著な成果を期待

できる研究を対象とします。
公募期間 ： 毎年3月初～5月末　●選考結果は12月下旬に申請者に連絡されます。

スズキ財団の2021年度（令和3年度）の公募と実績の詳細については
右記ホームページをご確認ください。 ▶ https://www.suzukifound.jp/

2021年度（令和3年度）研究者海外研修助成実績  
 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）

令和3年9月12日～18日 早稲田大学 教授 草鹿  仁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 田邉  郁

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 Jeyamoorthy Arravind

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 加藤  拓 郎

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 久保  悠 之 介

 第15回エンジン・車両国際学会 （イタリア、カプリ島）
令和3年9月12日～18日 早稲田大学 修士課程 関  圭 一 朗

（2021年10月現在）
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スズキは、車両に様々なデータの送受信を可能とする
車載通信機を搭載し、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリと通信する、コネクテッドサービス「スズキ
コネクト」を、昨年12月に発売されたスペーシアシリーズ
より国内では初めて導入しました。
「スズキコネクト」は、オペレーターサービスやスマート
フォンのアプリにより、事故や緊急時に消防・警察への通
報をサポートする「スズキ緊急通報」、車両に発生したトラ
ブル解消をオペレーターがサポートする「スズキトラブル

サポート」、遠隔でのエアコン操作などのリモート操作や
駐車位置、運転履歴などの確認が可能な「スズキコネクト
アプリ」で構成されるコネクテッド技術を活かした新サー
ビスです。
コネクテッドカーから送信される警告灯の点灯状態や

メンテナンス情報の共有が可能な「スズキコネクト店」を
新設し、お客様により迅速で充実したアフターサービスの
提供を可能としました。
スズキはＣＡＳＥの一つであるコネクテッドの技術を、
広範囲かつ有効に活用できるよう車両の開発を行い、
スズキ製品をお使いいただくお客様のより豊かなカー
ライフを実現すべく、今後も取り組んでいきます。

スズキの新技術への取り組み（その5）

新たな100年に向かって
自動車業界に訪れている100年に一度の大変革は、技術だけでなく
ビジネスモデルの変革も推し進めています。
スズキはCASE技術の開発とともに、よりお客さまに寄り添うべく、
活動分野を広げています。
今回は、スズキの新しいコネクテッドサービス、農業用電動モビリティ
開発の取り組みを紹介します。

スズキの新しいサービス
「スズキコネクト」導入

アプリのホーム画面。車両の情報とボタンを
わかりやすく配置しました。

離れた場所からエアコンを作動させ、
運転前に車内の温度を調節できます。

運転履歴機能で日々の運転をふり返る
ことができ、地図で位置もわかります。

技術レポート
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数理最適化とAIを用いた アーク溶接条件の導出

最適な溶接条件を導出する手法の開発
アーク溶接は、接合する母材と電極ワイヤの間に電
圧をかけることで、アークと呼ばれるプラズマの一種を
発生させ、この熱で金属を溶かして接合します（図2）。
品質の高い接合を行うには、電流、電圧、溶接速度など
の溶接条件が適切である必要があります。
今回、3D CADの継手形状から、数理最適化とAIを
用いて少ない試作回数で適切な溶接条件を導く技術を
開発しました。

数理最適化による溶接条件の導出
溶接実験で得たデータベースをもとに種々の継手形
状に対する溶込み（溶込み深さや幅、図3）の予測式を
求め、数理最適化手法を用いて最適な溶接条件を導
出することを考えました。
溶接条件の導出フローを説明します（図4）。始めに、
CADソフトで溶接箇所を選択し、溶接箇所の形状の
情報（板厚・角度など）を取得します。次に、形状の情
報と溶接条件を変数とし、予測式を用いて溶込みの深
さや幅など接合の強度に関わる溶込み量を計算しま
す。最後にこれらの溶込み量が最適な値になる溶接条
件を数理最適化により求めます。これにより、溶接個所
のCADモデルから最適な溶接条件を導出できるように
なりました。
数理最適化：y=f(x)という関数があった場合、yが最大もしくは最小と
なるxを求めます。ここでは、溶込み量の規定値に対する達成度をy、
電流・電圧・溶接速度といった溶接条件をxとし、yが最大となるxを求め
ました。

AIによる溶接継手の形の判定
溶接継手の形はT継手・重ね継手・フレア継手など

複数あるため、継手の形によって溶込みの予測式を使
い分ける必要があります。しかし、一見するとどの種類
の継手なのか判断が難しい継手も存在し、予測式を
間違った継手に当てはめて使ってしまう恐れがあります
（図5）。そこで、人による判断の間違いを防ぐため、
CADの断面画像から溶接継手の形を自動で判定する
AIを開発しました。AIには畳み込みニューラルネットワ
ークを用い、90%以上の精度で溶接継手の形を自動
で判定できました（図6）。

評価マップによる溶接しやすさの可視化
これまでの取り組みで、最適な溶接条件を導出する
手法は開発できましたが、その継手の溶接しやすさまで
は評価できません。例えば、溶接条件が少しでも変動
すると品質が悪くなるような継手では、安定した溶接が
できません。そこで、最適化の応答曲面を評価マップと
して可視化するようにしました（図7）。品質OKとなる
溶接条件の領域は明るく表示され、領域が広いほど溶
接しやすいことを示します（図8）。継手の溶接しやすさ
をマップとして視覚的に見せることで、誰でも安定した
溶接が行える継手構造を検討しやすくなりました。
応答曲面：最適化の関数y=f(x)において、目的変数yと変数xの関係を
描く曲線や曲面を応答曲面といいます。

技術課題
近年の自動車の電動化や安全技術の向上に伴い、

車両開発で検討すべき性能・要件が増えてきており、限
られた期間で効率良く開発する必要があります。今回、
生産技術とIT部門が協力し、量産開始前の溶接条件
の検討にかかる時間とコストを削減する技術を開発でき
ました。今、我々は次なる課題として、溶接のバラつきが

強度信頼性へ及ぼす影響も同時に検討できる手法に
挑戦しています。これからも様々な部門と連携し、AIと
最適化の技術を応用して車両開発の効率化に取り組ん
でまいります。大学の先生方とも、新しい技術がありまし
たら一緒に取り組んでいきたいと思います。

▋著者紹介

安座間 尚之
デジタルエンジニアリング部

（2015年 入社）

生田 貴大
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

岩下 一晶
ものづくり推進部
専門職
（1983年 入社）

岡本  努
ものづくり推進部
係長
（1987年 入社）

福川 孝司
プレス・溶接生産部

（2004年 入社）

佐藤 崇雄
デジタルエンジニアリング部
係長
（2008年 入社）

アーク溶接は四輪車、二輪車のフレームに多く使用される接合方法です。適切な溶接を行うためには、溶接継手

の形状に応じた溶接条件（電流、電圧、溶接速度など）で溶接する必要があります。溶接条件は過去の経験から

導いており、ベテランの作業者でも現物による試作の繰り返しに頼っている部分が大きく、多くの時間とコストが

かかっています（図1）。そこで、試作を繰り返すことなく最適な溶接条件を導出できる技術を開発しました。

背景・狙い

▍数理最適化による溶接条件の導出

▍AIによる溶接継手の形の判定

▍評価マップによる溶接しやすさの可視化

試作品で溶接トライ

やりなおし

溶接が難しい構造は品質NGになりやすい

溶込みチェック

品質NG 品質OK

切断作業
研磨作業

溶接箇所を選択

形状情報を取得
（板厚・角度など）

溶込み量の予測式

溶込み量

溶接条件

接合強度が高くなる溶接条件を数理最適化で求める

▶電流
▶電圧
▶溶接速度

数理最適化
目的関数

変数

□溶込み深さ
□溶込みの幅
□────

✓
✓
✓

溶込み

深さ

幅

電極ワイヤ（自動送給）

溶接方向

母材

溶
接
電
源アーク

溶滴

シールドガス

溶接ビード

溶融金属

図1 現物の試作による溶接条件の導出

図2 ガスシールド式アーク溶接 図3 溶込みの深さと幅

T継手

T継手？ 重ね継手？

重ね継手 フレア継手

一見すると判定が難しい継手も存在する
図5 溶接継手の種類

図4 数理最適化で溶接条件を導出するフロー

畳み込みニューラルネットワーク 継手の種類を判定

最適化の
応答曲面を
可視化

良い

悪い
溶接速度

電
流

品質OK
品質NG

溶込みの品質 品質OKの明るい領域

品質OKの領域が広い
溶接しやすい

品質OKの領域が狭い
溶接が難しい

図6 継手の種類を判定するAI

図7 評価マップによる溶接しやすさの可視化

図8 継手形状による溶接品質の評価マップの違い
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Q3 豊橋技術科学大学について、
ご紹介をお願いします。

本学は、主に高等専門学校卒業生及び高等学校卒業
生等を入学者として受入れ、実践的、創造的な研究者を
育成するとともに、次代を切り拓く技術科学研究を行うこと
を目的として、1976年に設立されました。あと5年で創立
50周年を迎えます。技術科学大学は、本学と長岡技術科
学大学の2校があり、両校、および高等専門学校51校で
作る国立高等専門学校機構と連携して研究と人材育成
事業を行っております。
私は、豊橋技術科学大学の第8代学長となります。学生

は8割が高等専門学校からで、2割が高校から入学して
います。女性の学生は2割で、女性の教員は1割です。
また、学生の1.5割の約300名が留学生です。今後一層、
ダイバーシティ―に気を配って行きたいと思っています。
大学の研究者は基礎研究が大切です。そして、重要な

ことは応用先を見つけて実用化していくことです。本学で
はそのために、企業と活発に共同研究を推進しています。
学生は国の宝ですので、研究を通じて教育をするように
しています。共同して研究することにより、教員も学生か
ら多くを学んでいます。
学長としては、「朝起きたら、先生も学生も、喜び勇んで
大学に出てきて、生き生きと働き勉強ができる 大学」を
作っていくことが目標です。社会に貢献し、元気で活力
がある大学をつくって、優秀な学生を世に送り、研究を通じ
社会、地域に貢献すべく取り組んでいます。

Q4
コロナ禍の中、世の中や大学や企業は、
どのように発想を転換して、どのように
変化していくべきとお考えでしょうか？

大学の講義は、オンラインやオンデマンドが多くなりま
した。そして、こうした講義は、200名の対面の授業よ
り、チャットで質問しやすい、分かるまで繰り返し聴けるな
どの良い点があります。オンラインの設備と教材が整っ
てきたこともあり、こうした知識をつける授業は、コロナが
収束しても、対面のみとはせずに、オンデマンドなども残そ
うと思います。一方、知恵は、現場で交流して、汗を流し
て身に付けるものです。実験・研究は、感染症対策をして
対面で行うようにしています。
コロナ禍では、時間が取れるようになってきたと思います。
この時間を使って、本を読んで欲しいと思います。歴史、
伝記、芸術の本など、普段なかなか手にしない本を読んで
ください。大学は、じっくり考えて真理を探す場です。アイ
ザック・ニュートンが、ペストの
ため閉鎖されたケンブリッジ大
学から故郷の田舎ウールス
ソープに戻って、万有引力な
どの着想に没頭したように、
皆さんもコロナ禍の時間を、
思索力を高める機会として
使って欲しいと思います。

Q5
最後に若い研究者や技術者に対して
何かアドバイスや励ましのお言葉などを
頂けないでしょうか？

若い人はすばらしいと思います。東京オリンピック・パラ
リンピックを見ても、日本人の若い人が、金メダルを取るな
ど活躍しています。すごい人は年齢に関係なく凄いです。
失敗しても良いので、思い切ってやって欲しいです。

山でも高い山と低い山があるように、一つの達成に満足
せずに、いろいろと挑戦してください。やりたいことを見
つけて出来ることは幸せなことです。20代でも30代で
も何歳代でも、仕事でもレジャーでも、やりたいことを見
つけた時にやってみることが大切です。スタートアップと
かベンチャーが特別でなくなってきたように、日本は、失敗
が許される社会になってきました。世の中のために、やり
たいこと見つけたら、伸び伸びと失敗を恐れずに取り組ん
でください。苦手なものを無理して取り組んでも難しいの
で、得意を見つめて伸ばして行くのが良いと思います。
そして、学生時代から長期ビジョンを作って実行していって

ください。同時に、脚下照顧。自分の足元の短期的な
こともおろそかにしない様に取り組んでください。

寺嶋 一彦 先生インタビュー

究して立てた制御の理論を、人々に使って頂くことを願って
研究を行ってきました。
しかし、研究してせっかく立てた理論も、その応用を人に
任せていては、応用はいつになるか分かりません。そのた
め、研究範囲を、制御理論の構築から、理論とその応用へ
と拡張して行きました。今思うとベンチャー精神が旺盛で
あったと思います。具体的には、研究は次のように拡大
していきました。

システム制御 ➡ 鋳造砂型システムのモデリングと制御 ➡
鋳造オートメーション ➡ 搬送システムの制御 ➡ ロボット
の制御 ➡ 介護などの人間共生ロボットの研究開発

ここでは、直線で示してありますが、同時並行的に、同僚
の研究者や学生たちと一緒に汗をかいて進めました。搬
送システムの制御の研究は、ミュンヘン工科大学に留学
した時に始めました。今までの研究の業績は、学術論文
170編、国際会議論文270編、特許50件、著書10編、
受賞30件となっております。
20年前にまとめた研究が、今になって着目されて実用
化研究に入っている例があるので、研究は諦めないことと、
まとめておくことが大切と思います。

Q1
先生は、システム制御工学分野でご活躍
されています。システムとその制御の研究
を始められたきっかけについてご紹介して
いただけないでしょうか？

私は、1952年に大阪で生まれて、京都で育ちました。
小学校の頃、鉄腕アトムやスーパージェッターに夢中になり
ました。また、人工衛星やロケットの開発に胸を躍らせて
いました。特に、高校2年の時のアポロの月面着陸は衝撃
的でした。子どものころからのロボットやロケットの興味から、
京都工芸繊維大学の機械工学科に入りました。
大学に入ってからは、柔道や英会話を楽しんでいました

が、3年生の時に砂原善文教授に出会って、数学を道具
として使うシステム論という学問を知りました。先生の研
究で世界と勝負するエレガントさに感銘して、システム制
御の研究を志し、勉強を始めました。そして、京都大学に
移って、明石一教授や池田蜂夫教授からシステム制御
工学とともに学者や教員として
の心得を学びました。
私は、小・中学生からのロボット

やロケットに対する興味と体験、
および大学で専門科目に入った
時から優れた師に刺激を受けて、
システムとその制御の研究の道
に入りました。

Q2 先生が行ってきた研究について、
お聞かせいただけないでしょうか？

私は、1982年に京都大学で博士号を取得したと同時
に、豊橋技術科学大学に着任しました。そして、自分が研

世の中のために
得意を生かして挑戦する

寺
て ら

嶋
し ま

一
か ず

彦
ひ こ

公益財団法人 スズキ財団　評議員
豊橋技術科学大学 学長 （工学博士）

豊橋技術科学大学 学長で当財団の評議員の寺嶋一彦 先生に
お話を伺いました。

見回りロボット“くるみ”
（新東工業株式会社との共同開発）

試作ロボット“テラピオ” 豊橋技術科学大学


